










1.はじめに 

本研究の目的は、集団の大きさや構造が、個体の発達にどのように影響するかを分析し、

集団保育のあり方を考察することにある。その目的のために、比較的単純な集団構造をも

つアフリカツメガエルのオタマジャクシの成長過程にみられる密度効果をとりあげた。密

度効果とは、餌が十分あっても生育密度の上昇に応じて、個体の成長や増殖率が抑制され

る現象で、微生物から哺乳類に至る広汎な生物にみられる一種の人口調節機構である。 

本報告では、密度効果の要因とみられる個体間相互作用の様式と実体及びその基礎となる

血縁認知の能力についての解析結果を述べる。あわせて、ヒトの小人数保育での経験を通

して、集団の大きさ、行動空間の広さ、保母や仲間との関係が個体の成長に及ぼす影響の

大きさを指摘し、集団保育における園舎、庭、人数などの適正と思われる規模について考

察する。 


